
令和３年１２⽉７日

⾃治会と⺠⽣委員・児童委員の連携について

浦安市⺠⽣委員児童委員協議会

１．目 的

⾃治会の皆さんに⺠⽣委員･児童委員の存在と機能をよく知ってもらい、
可能な範囲で情報の交換･共有化を進め、地域福祉の向上に役⽴てること

２．⺠⽣委員･児童委員の役割と浦安市⺠児協の現況

⺠⽣委員･児童委員、主任児童委員の役割

高齢者、児童、障がいのある方で要支援者対象に

①実態把握、⾒守り、訪問 ②相談を受けて情報提供

③⾏政や専⾨機関等へのつなぎ など （「守秘義務」を負う。）

市内委員数 定数︓１２９名（うち主任児童委員 １０名） （実数︓１２７名）

地区数︓５地区（東・⻄・南・北・海浜） 担当地域︓広報紙の名簿参照

３．連携推進のお願い

地域の実情に応じた連携をお願いしたく、担当委員が連絡させて頂きます。

①（少なくとも年１回）⾃治会役員会等で⺠⽣委員･児童委員の紹介、業務内容や
トピックスを話すなど、情報交換を⾏う場の設定をお願いしたい。

② 自治会の福祉推進担当者として、役員会、福祉委員会等に参加する。
自治会広報紙に掲載・紹介願う。 災害時に情報を共有する など

４．災害時要援護者名簿について

３年に１回、福祉部で作成。 ⺠⽣委員に担当地域分を配付済。
同意が得られた自治会（自主防災組織）にも配付

登録︓要介護者、障がい者（条例、同意）。要⽀援⾼齢者（同意）。
⺠⽣委員が登録を勧め、同意を得た⾼齢者

５．⺠⽣委員･児童委員候補者の紹介のお願い

相談相手にふさわしい方、守秘義務を守れる方 の紹介をお願いしたい。

以上
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お互いに　助けられたり　助けたり

日
頃
の
委
員
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
機
に
、
新
し
い
生

活
様
式
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ビ
デ
オ
会
議
、
遠
く
の
家
族
や

友
人
と
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
合
が
日
常
化
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
が
生
活
面
で
浸
透
す
る
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
５
～
10
年
単
位
で
社
会
や
産
業
界
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
自
動
運
転
の
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）
、
ド
ロ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ
組
込
ロ
ボ
ッ

ト
が
普
及
、
こ
れ
ら
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ

な
ぐ
未
来
型
都
市
が
出
現
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
社
会

を
支
え
ま
す
。

今
や
人
生
百
年
、
シ
ニ
ア
の
方
を
含
め
長
い

人
生
に
な
り
ま
す
。
年
齢
に
拘
わ
ら
ず
、
多
く

の
方
が
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
個
人
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
代

表
格
で
、
日
常
生
活
に
根
付
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
輪
を
格
段
に
拡
げ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ

等
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
な
じ
み
、
楽
し
み
つ
つ

自
分
な
り
の
生
活
様
式
の
確
立
を
目
指
し
た
い

も
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
初
心
者
の
方
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
門
を
叩
き
、
経
験
者
の
方
は
更
な
る
活

用
の
場
を
拡
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浦
安
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
渡
邊
　
武

新
し
い
生
活
様
式
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
住
民
と
行
政
の

地
域
住
民
と
行
政
の“
つ
な
ぎ
”

“
つ
な
ぎ
”役
で
す

役
で
す

地域とのかかわり地域とのかかわり

社会福祉協議会社会福祉協議会

　とのかかわり　とのかかわり 主任児童委員は主任児童委員は

委員として委員として

学校、こども園、保育園

自治会

老人クラブ　等

支部社協での活動

　高齢者サロン

　子育てサロン

災害ボランティア　等

民生委員・児童委員の活動の中で、

18歳までの子どもの問題を担当し、

　子ども達の健やかな生活環境づくり

　　を目指しています

　“何人も児童を虐待してはならない”

　（児童虐待の防止等に関する法律　第３条）

　　　　　この精神を基に活動しています

毎月１回定例会

及び研修会

地域包括支援センターとの連携

　相談・見守り活動

　　募金活動　等

行政との行政との

　つながり　つながり

各種証明事務

敬老祝い品の配布

避難行動要支援者との

連絡　等
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を
し
て
も
ら
う
。
手
遊
び
、
歌
遊
び
を
行
っ
て
楽
し
い
子

育
て
を
発
見
し
て
も
ら
う
。
子
育
て
サ
ロ
ン
の
意
義
は
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
か
と
思
い
、
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
サ
ロ
ン
が

開
催
で
き
な
い
の
は
本
当

に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
ま
だ
サ
ロ
ン
を
開
催

す
る
意
味
は
あ
る
と
思
い
、

続
け
ら
れ
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

東
地
区
で
は
毎
月
、
定
例
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
住

ん
で
い
る
方
の
年
齢
層
も
違
え

ば
、
困
り
事
も
異
な
る
た
め
、

年
２
、
３
回
は
北
栄
４
丁
目
、
海

楽
１
・
２
丁
目
、
猫
実
１
・
２
丁

目
、
美
浜
１
～
５
丁
目
で
分
か

れ
、
意
見
を
出
し
合
う
場
を
設

け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
も
交
え
な
が
ら
、
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
の
定
例
会
で
は
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
災
害
時
の
対

策
等
の
講
座
を
危
機
管
理
監
に

お
願
い
し
、
そ
の
後
、
各
地
域

に
分
か
れ
て
話
合
い
を
し
ま
し

た
。
近
年
、
災
害
の
規
模
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
避
難
対
策
、
自
主
防
災
組

織
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
、

防
災
力
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
等
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

地
域
の
方
々
と
共
に
支
え
合
い
、
寄
り
添
い
、
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
例
会
に
て

東
野
地
区
は
車
道
と
歩
道
の
区

別
が
な
く
縁
石
や
白
線
だ
け
の
道

路
が
多
く
、
非
常
に
危
険
で
す
。

路
線
バ
ス
が
通
る
よ
う
に
な
り
子

ど
も
達
へ
の
危
険
を
益
々
感
じ
ま

し
た
。
そ
こ
で
令
和
元
年
６
月
よ

り
東
野
小
学
校
区
４
ケ
所
で
、
月
・

木
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
８
時

の
間
で
見
守
り
を
始
め
ま
し
た
。

子
ど
も
達
と
顔
な
じ
み
に
な
っ
た

頃
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
挨
拶
を
交
わ
し
合
え
る
穏
や

か
な
日
常
が
、
一
日
も
早
く
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
見
守

り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

高
洲
地
区
は
、
現
在
も
大
型
マ

ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
て
住
宅
の
建
設

が
進
み
、
人
口
増
が
顕
著
で
子
育

て
世
代
が
多
い
地
区
で
す
。
長
い

滑
り
台
や
恐
竜
の
形
を
し
た
面
白

い
遊
具
が
多
く
点
在
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
７
名
で
敬

老
祝
い
品
の
配
布
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
野
小
学
校
登
校
見
守
り
と
高
洲
地
区

子
育
て
サ
ロ
ン
に
つ
い
て

　
（
ベ
テ
ラ
ン
委
員
の
思
い
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
あ
る
事
は
、
支
部
社
協
の
推
進

委
員
で
も
あ
り
、
そ
こ
で
子
育
て
サ
ロ
ン
に
長
年
、
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境
は
現
在
も
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
月
１
回
、
０
歳
児
を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
達
を
地
域

で
応
援
し
、
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う

と
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
お
母
さ
ん
達
が
悩
み
を
相
談
し
合
っ
た
り
、

情
報
交
換
を
し
た
り
し
て
孤
立
し
な
い
よ
う
に
仲
間
づ
く
り

東
地
区

北地区

当代島

北栄

1～3丁目

堀江

富士見

高洲

今川

鉄鋼通り

弁天

富岡

東野

猫実1～2丁目

北栄4丁目

美浜
入船

日の出

明海

海楽

舞浜

猫実3～5丁目

西地区

東地区

南地区

海浜地区

新
浦
安
駅

浦
安
駅

舞浜
駅

北
地
区

西
地
区

南
地
区

海
浜
地
区

●
“
避
難
”
と
は
「
難
」
を
「
避
」
け
る
こ
と
で
あ
る

　

避
難
先
は
小
・
中
学
校
等
の
市
が
指
定
す
る
場
所

に
限
ら
ず
、
安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
に
避
難
す
る
こ

と
や
自
宅
に
留
ま
り
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。

●
浦
安
市
で
は
風
水
害
時
（
台
風
や
集
中
豪
雨
）
に
住

民
が
自
己
の
判
断
で
待
避
す
る
場
所
と
し
て
「
待
避

所
」
を
定
め
て
い
る
。
待
避
所
は
風
水
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
一
時
的
に
待
避
す
る
場
所
で
あ
り
、
災

害
の
規
模
や
状
況
を
踏
ま
え
て
市
が
開
設
の
判
断
を

す
る
。

　

 

原
則
と
し
て
日
常
生
活
用
品
の
提
供
は
行
わ
な
い
。

●
ペ
ッ
ト
専
用
待
避
所
は
交
通
公
園
、
当
代
島
公
民
館

駐
車
場
の
二
ヶ
所
（
ケ
ー
ジ
な
ど
に
収
容
、
同
じ
ス

ペ
ー
ス
で
の
飼
養
は
で
き
な
い
）
。

風
水
害
が
起
き
た
ら
!!  

市
役
所
に
聞
き
ま
し
た

民
生
委
員
を
引
き
受
け
、
新
任
研
修
等
に
参
加
し
て
い
た

矢
先
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

活
動
を
す
る
に
あ
た
り
、
当
初
、
特
に
高
齢
者
の
方
の
知

り
合
い
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
が
、
行
政
か
ら

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
要
請
な
ど
が
あ
り
、
難
し
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の

中
で
、
出
来
る
事
を
し
よ
う
と

“
声
か
け
運
動
”
を
し
て
い
ま

し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い

る
子
ど
も
に
注
意
喚
起
を
す
る

事
と
い
う
内
容
の
回
覧
板
が

回
っ
て
き
た
際
に
は
、
安
全
面

に
考
慮
し
、
子
ど
も
の
心
に
寄

り
添
い
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
支

援
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

「
定
例
会
」
が
開
催
で
き
な

い
状
況
は
や
は
り
何
か
と
不
安

な
も
の
で
し
た
。
委
員
同
士
の

情
報
共
有
が
図
り
に
く
く
、
何

も
出
来
な
い
事
に
悩
み
ま
し

た
。

新
任
委
員
に
聞
く

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み

令
和
二
年
の
春
以
降
、
世
界
中
の
人
が
生
活
様
式
を
模
索

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
民
生
委
員
も
活
動
を
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、
何
と
か
地
域
に
寄
り
添
い
た
い
と
、

高
齢
者
や
困
り
事
を
抱
え
る
方
々
に
連
絡
を
と
っ
て
き
ま

し
た
。

サ
ロ
ン
も
数
ヶ
月
の
休
止
期
間
を
経
て
、
秋
口
か
ら

徐
々
に
活
動
を
再
開
。
突
破
口
は
敬
老
祝
い
品
の
配
布
で

し
た
。
今
年
は
郵
送
が
お
互
い
の
為
に
良
い
の
で
は
？
と

言
う
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
続
く
炎
暑
の
中
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
つ
つ
、
一
軒
一
軒
お
訪
ね
し
ま
し
た
。「
よ

く
来
て
く
れ
た
ね
え
」
の
笑
顔
の
ふ
れ
あ
い
に
疲
れ
も
飛
ん

で
い
き
ま
し
た
。
懸
念
し
て
い
た
フ
レ
イ
ル
も
少
し
見
受

け
ら
れ
、
今
後
の
見
守
り
が
肝
要
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

北
地
区
で
は
、
委
員
全
員
の
意
見
交
換
等
が
L
I
N
E
で

行
え
た
こ
と
も
自
粛
期
間
の
心
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
心

配
な
児
童
・
高
齢
者
の
見
守
り
依
頼
や
状
況
の
報
告
、
ま
ち

の
情
報
、
更
に
は
委
員
の
近
況
報
告
や
心
和
む
動
画
な
ど
、

ま
さ
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
委
員
活
動
の
取
り
組
み

北
栄
４
丁
目
、
猫
実
１
～
２
丁
目
、
海
楽
、
美
浜

当
代
島
、
猫
実
3
～
5
丁
目
、
北
栄
1
～
３
丁
目

堀
江
、
富
士
見
、
舞
浜

入
船
、
日
の
出
、
明
海

東
野
、
富
岡
、
弁
天
、
今
川
、
高
洲

桜（夜の顔） 地区に分かれての情報交換

地元住民と医療従事者に感謝とエールを！（東京ベイ東急ホテル Ｒ2.10 撮影）

桜（昼の顔）

高洲海浜公園展望台から東野小学校登校の様子遊歩道より富士山を望む おもしろい遊具があちこちに

稲荷神社の境内にある

富士塚

小さな小さな児童遊園（６ｍ×４ｍ）

巨大なガス貯蔵タンク

やなぎ通りの柳と

お地蔵さん
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令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
私

達
の
活
動
も
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た

が
、
各
自
創
意
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
紙
面
で
は
そ
の
様

な
私
達
の
活
動
を
多
方
面
か
ら
取
り
上
げ

て
み
ま
し
た
。
又
、
写
真
は
各
地
区
に
お

け
る
日
常
生
活
で
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
風

物
に
視
点
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

編

集

後

記

民生委員・児童委員には守秘義務があります。安心してご相談ください。

東地区　会長　大塚　早苗　☎ 047-351-0457

氏名 担当（丁目） 番

川畑由美子 北栄 4 1～ 5、16～ 24

駒田　朋子 北栄 4 6～ 15、25～ 29

佐藤　麻美 海楽 1 1～ 11

醍醐　章代 海楽 1 12～ 20

中村　洋子 海楽 1 21～ 29

古澤　光子 海楽 2 1～ 9

宇田川孝一 海楽 2 10～ 18

小野千惠子 海楽 2 19～ 36

秋山　悦子 猫実 1 1～ 9

相原　佳苗 猫実 1 10～ 21

平野　昌江 猫実 2 17～ 31

大塚　早苗 猫実 2 １～ 8

熊川　正明 猫実 2 9～ 16、32、33

高橋　　透 美浜 1 1、4、6、７

塩谷　由里 美浜 1 2・3・5

木村　久実 美浜 2 1～ 6

櫻庭　公子 美浜 2 7～ 14

藤田　順子 美浜 3 1～ 15

清水　　明 美浜 3 16～ 33

水溜　　學 美浜 4 1～ 15

佐々木八千代 美浜 4 16～ 31

立松　純子 美浜 5 1～ 3

志賀ユリ子 美浜 5 4～ 7

関澤美知子 美浜 5 8～ 11

加藤　和子 主任児童委員

池野　淳子 主任児童委員

海浜地区　会長　笠井　和枝　☎047-382-0233

氏名 担当（丁目） 番

中村　祐三 入船 1

羽石　俊雄 入船 2

西村さち子 入船 3

山隈　直人 入船 3

猪俣　雅人 入船 4

渡部　栄子 入船 4

横山　幸江 入船 5

奥田美惠子 入船 6

岡部　隆成 日の出 1 3

吉田　豊子 日の出 1 3

後藤　邦明 日の出 1 4

神　　敏子 日の出 2

中川　理子 日の出 3

菅野　　栄 日の出 4・5

西久保ひろ 日の出 5

原　　芳久 日の出3・6・7

臼井由布子 明海 1・2

植松佳代子 明海 3・4

笠井　和枝 明海 5

倉光　幸司 明海 5・6

橋本　充子 主任児童委員

北地区　会長　大村　洋子　☎ 047-353-6271

氏名 担当（丁目） 番

熊澤　康弘 当代島 1 1～ 19

山本　洋子 当代島 1 20～ 30

大村　洋子 当代島 2 1～ 6

増田れい子 当代島 2 12～ 24

越津　和子 当代島 2 7～ 11

吉田美知子 当代島 3 1～ 13

井上　信弘 当代島 3 14～ 18

彦田　洋子 北栄 1 １～ 9

濱口　正枝 北栄 1 10～ 17

相馬　茂之 北栄 2 1～ 4、8～ 14、21～ 29

𠮷田　和枝 北栄 2 5～ 7、15～ 20

五味久仁子 北栄 3 1～ 10、21～ 33

合力　知江 北栄 3 11～ 20、34～ 41

醍醐　佳子 猫実 3 1～ 15

小川　和子 猫実 3 16～ 28

西村　雅子 猫実 4 1～ 2、10～ 17、19～ 21

仙北谷玲子 猫実 4 3～ 9、18

大塚眞理子 猫実 5 1～ 4、12～ 18

星野　　隆 猫実 5 5～ 11

岡田　真紀 主任児童委員

渡邉佐栄子 主任児童委員

西地区　会長　渡邊　武　☎ 047-355-1304

氏名 担当（丁目） 番

林　　　宏 舞浜 2

畑中　範子 舞浜 2

渡邊　　武 舞浜 3

増田　耕作 堀江 1 1～ 16

毎田　久子 堀江 1 17～ 35

市川　文子 堀江 2 1～ 19

高橋　禎子 堀江 2 20～ 30

森田　眞弓 堀江 3 1～ 22

大塚　豊彦 堀江 3 23～ 32

植村　　薫 堀江 4 1、2、6、7、8、12～ 17

内田みとり 堀江 4 28～ 36

内田　安臣 堀江 4 3～ 5、9～ 11、18～ 27

松村　和枝 堀江 5 1～ 15

飯田　敦子 堀江 5 16～ 24

野田　克枝 堀江 6

森本　健二 富士見 1

山本　　保 富士見 2

塩谷　祐司 富士見 3 1～ 15

阿波　秀子 富士見 3 16～ 27

久村マリ子 富士見 4

市坪恵利子 富士見 5

宇田川早苗 主任児童委員

石橋　元美 主任児童委員

南地区　会長　牟田　雅子　☎ 047-355-3657

氏名 担当（丁目） 番

宮下喜久子 富岡 1

石川　直子 富岡 2

髙木知惠子 富岡 3 （Ｂ・C）

岡本久美子 富岡 3 （D・E）

藤橋　紀子 富岡 3 （A・F）

清水美都子 富岡 3 1

板倉　祐子 富岡 4

長谷川えり子 今川 1

三澤　幸江 今川 2

渡邉　愛子 今川 3

原田　幸子 今川 4 1～ 10、鉄鋼通り

大西みち子 今川 4 12

芦田　行夫 高洲 1

片岡　惠子 高洲 2

荒井　操江 高洲 3

池田　　実 高洲 4

神野紳一郎 高洲 5 1

横山　功一 高洲 6・7 6丁目、7丁目 1

福田　雅美 高洲 5・8 5丁目 2、8丁目

古谷　節子 弁天 1

河南富智子 弁天 2 1～ 7、19～ 31

松尾　眞理 弁天 2 8～ 18、32～ 38

本田まゆみ 弁天 3

井上　摂子 弁天 3

牟田　雅子 東野 1 1～ 16

輕部　節子 東野 1 17～ 28

澤村　由夏 東野 2 1～ 5、19～ 24

福田　俊子 東野 2 6～ 18、29～ 31

阿部　信之 東野 2･3 2丁目 25～ 28、3丁目 1～ 11

武部　晴子 東野 3 12～ 41

小神　早苗 主任児童委員

板山　美鈴 主任児童委員

※令和２年 12月現在
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